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異常強風下における土木構造物の挙動と将来への課題
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　2018年，2019年は勢力の強い台風が上陸し，多数の強風災害が発生したことは記憶に新しい．土木構造

物，特に橋梁構造物に着目すれば，2018年の台風21号で関西国際空港連絡橋への船舶衝突事故が発生し橋梁

が通行止めとなった．しかし，橋梁への直接の強風被害で顕著なものはなかった．長大橋では強風下において

様々な振動現象が発生することが知られているため，設計上は各現象に対して照査風速を定め，照査風速以下

では橋梁が安全であることを確認している．この照査風速は，過去の気象データから確率統計的に算出された

設計風速に，安全率をかけることで比較的高めの風速に設定されることから，通常橋梁構造物が強風で破壊す

ることは考え難い．しかし，将来の気候変動により，台風の勢力がより強くなる，台風の来襲コースに変化が

生じるようなことが現実となれば，この余裕がなくなってしまう可能性がある． 

　まず，異常強風下において，長大橋梁はどのような挙動を示すのかを紹介すると共に，将来の気候変動によ

り照査風速以上の強風が作用するという想定外の事態が予測される場合，橋梁の耐風設計や維持管理にどのよ

うな課題があるのかを述べる．

 
橋梁、耐風設計、空力振動

Bridge, Wind registant design, Wind-induced vibration

 

O03-08 日本地球惑星科学連合2021年大会

©2021. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - O03-08 -


